
ガ
ザ

ガ
ザ

ガ
ザ

ガ
ザ
にに にに

光光 光光
をを をを

！！ ！！
イ

ス
ラ

エ
ル

イ
ス
ラ

エ
ル

イ
ス
ラ

エ
ル

イ
ス
ラ

エ
ル

のの のの
攻攻 攻攻

撃撃 撃撃
を
や
め
さ
せ
よ
う

を
や
め
さ
せ
よ
う

を
や
め
さ
せ
よ
う

を
や
め
さ
せ
よ
う
！！ ！！  

 

  １２月２７日、イスラエルがガザへの空爆を始め

ました。そのときの私の気持ちは「また始めたな。」

にちかいものでした。感性が鈍っていたのです。し

かし、空爆はやむことなく、４日には地上軍の侵攻

となりました。ここにいたってようやく、私はメー

リングリストで抗議の手紙・メールをよびかけまし

た。そして、正月明けで、やっと体制のととのった

不戦ネットとして、抗議の意志表示の運動をよびか

けました。

 

１月１０日、１１日、１７日と栄で「ガザに光を！ 

イスラエルの攻撃をやめさせよう」として行動をお

こしました。マイクで通行中の市民に呼びかけたり、

ビラをくばったりしました。「攻撃をとめ、封鎖解除

をもとめる署名」をとり、緊急支援のカンパをあつ

めました。（これはＮＧＯ「パレスチナ子供のキャン

ペーン」へと手渡しました。）キャンドル行動をおこ

ない、ＤＶＤの上映をおこない、最後には栄一帯で

デモをおこないました。イスラエル大使館、日本外

務省に抗議、要請文をおくりました。

 

短い準備期間のなかで、ＮＧＯ関係者を中心に多

くの団体、人が集まって協力してくれました。ここ

でお名前をあげることは、当日参加してくれた中に、

私が確認していない団体、個人もあるかと思います

ので、しません。しかし、本当に多くの方が集まっ

てくれました。ありがとうございました。パレスチ

ナに心をよせている人たちが多いことがよくわかり

ました。私たちは引き続き、３月３日から１１日の

ウィル愛知での写真展、３月２８日、女性会館での 映画「ＲＡＩＢＯＷ」の上映、岡真理さんの講演会

を予定しています。

 

１９９５年、沖縄で少女レイプ事件があったとき

も、私は、「沖縄ではこういう事件が多いんだろうな」

ぐらいの感覚でした。その後の事態の展開は、私の

感性がいかに曇っていたことを反省させるものでし

た。今回、それを思い出し、「また始めたな」という

感想は、私の感性の曇りから、不正義を許すという、

とても恥ずかしいことだったと、１４年ぶり、二度

めの反省をしています。しかし、私にできることは

実に小さいことにすぎません。ほとんど何もできな

いに近いものです。しかし、私たちの感性が鈍って

しまえば、声をあげることをやめてしまえば、パレ

スチナの不条理は黙殺されてしまいます。残念なこ

とに、今でもじゅうぶん見殺し、黙殺に近いものが

あります。
 

イスラエルはハマースのロケット弾攻撃をいいま

すが、停戦が守られなかったのは、イスラエルによ

るガザの封鎖が解除されなかったことが第一の原因

です。生かさず、殺さずという、封鎖の非人道性が

非難されなければいけません。今回のイスラエルの

攻撃で１３００人以上の人がなくなり、４００人以

上（！）の子供、１００人以上の女性が犠牲になり

ました。負傷者は５３００人以上になる。イスラエ

ルは国連施設、学校、避難所を攻撃し、白リン弾、

フレシェット弾などの非人道兵器を使いました。じ

ゅうぶんな戦争犯罪です。「停戦」後、米国などによ

る国際的なガザへの援助の話しが出されています。

（しかし、ハマースは民主的な手続きで選ばれた政

権にもかかわらず交渉からはずされています。）しか

し、こんどのイスラエルの攻撃に対しての事実調査

はないのだろうか？ 戦争犯罪の処罰はないのか？ 

またしてもなんの制裁もないのだろうか？
 

こんなことが許されるはずがない、パレスチナの ことを知ると、いつでもそんな感想を持つ。しかし、

それが６０年も続いている。それが逆に私たちの感

性を曇らせているかも知れません。私はパレスチナ

のことに最初に関心をしめしたとき、デイル・ヤシ

ン村の虐殺を知り、イスラエル建国の背景を知りま

した。そして私の記憶のなかには１９８２年、イス

ラエルのレバノン攻撃時、サブラ・シャティーラの

キャンプでの難民虐殺があります。そして、インテ

ィファーダー。イスラエルは石でもって抵抗する子

供たちを平気で射殺してきました。近年ではジェニ

ンでの虐殺、ラファでの住宅破壊・虐殺、レバノン

攻撃。コンクリート壁・・・。許されるはずがない

ことが続いています。もっといえば、イスラエルは

１９６７年の占領地から撤退するという国連安保理

決議がある。イスラエルはこれも守らない。パレス

チナ難民の帰還権を国連は認めている。イスラエル

はこれも守らない。入植地建設。これも国連は認め

ていない。こんなことが許されるはずがない。でも

すべてが許されている。アメリカがイスラエルを支

持している。これが答えのすべてかも知れません。

オバマ大統領はイスラエルの「自衛権を支持する」

と言ったとされますが、アメリカの政策がすこしで

も変わることを、私はまだ期待しています。すくな

くともガザに関していえば、イスラエルによる封鎖

が解除されなければなりません。

 

６０年間続く「民族浄化」。巨大な「収容所」とな

ったガザ。「国際社会」は巨大なイスラエルに対抗す

る抵抗組織を「テロ」組織とよび非難し、手作りロ

ケット弾を「脅威」といっています。パレスチナの

現状にたいして、私たちにできることは本当に小さ

いのかもしれません。私にとっては、日常的な援助

団体＝ＮＧＯへの協力が精一杯であったりします。

しかし、ただ一つ私が心にとめていたいと思ってい

ることは、なんとか、自分の日常のなかでも、パレ



スチナに関心をよせ続けたいということです。気持

ちはパレスチナとつながっていたいということです。

それは世界中の不条理から目をそらさないという意

味でもあるはずです。「また始った」などという気持

ちが二度おこらないように。
 

                  八木
 

参考図書 「五月のガザ」押原譲 講談社
 

    「イスラエル擁護論批判
 

      反ユダヤ主義の悪用と歴史の冒涜」  
 

     ノーマン・Ｇ・ヒィンケルスタイン
 

     立木勝 訳 三交社  
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ニシム・ペンシトリット駐日イスラエル大使様
 

 私たちはイスラエルが１２月２７日以降に開

始したガザ地区に対する空爆、１月３日より開始

した地上戦による侵攻をただちに停止すること

を強く要請します。私たちはガザ側からのロケッ

ト弾攻撃にも反対ですが、このロケット弾攻撃に

対処するには、イスラエルの攻撃はあまりにも大

きすぎるものです。報道によれば、なくなった人

１０００人、負傷した人５０００人にのぼり、そ

の数は増えつづけています。イスラエル軍は戦闘

員ではなく、ガザ市民を無差別に殺傷しています。

学校、病院、モスクなどを攻撃し、白りん弾など

の非人道的な武器も使用しています。国連施設も

攻撃しています。とても許される状況ではありま

せん。２００７年以来のイスラエルによるガザ封

鎖が、被害をよりいっそう悲惨なものにしていま す。

 

 私たちはイスラエルにたいして、以下のこと

を強く要請します。

 

 １、 イスラエルは国連安保理の決議を尊重

し、ただちに戦闘を中止すること。

 

２、 イスラエルは非人道的なガザ封鎖をた

だちに解除すること

 

３、 国連人権理事会の決議を尊重し、現地調

査団を受け入れ、公正な調査のために努

力すること

 

以上

 

          ２００９年１月１７日

 

 ＝ガザに光を！＝
 

イスラエルの攻撃をやめさせよう！

 

    １・１７キャンドル集会参加者一同
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    昨年昨年昨年昨年８８８８月月月月２６２６２６２６日日日日、、、、ペシャワールペシャワールペシャワールペシャワール会会会会ののののワーカーワーカーワーカーワーカー
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